
 

 

 内航船や船内生活のことを、詳しく知ることができました!! 

～国立口之津海上技術学校で内航出前講座を開催～ 

九州地区船員対策連絡協議会は、３月９日、国立口之津海上技術学校２年生（２４名）

及び 1年生（１８名）の生徒を対象に、内航海運業への就職促進を目的とした出前講

座を開催しました。  

 

・この講座では、内航海運事業者と九州運輸局職員が講師となって、内航海運の重要性や 

船員としての基礎知識などの講義を行い、内航海運業界の役割や働く船員の魅力などを 

生徒に伝えました。 

・（株）雄和海運浦山社長からの「内航海運と船員の仕事」の講義では、各種内航船の仕事の

内容や船内生活の現実など内航海運を取り巻く現状の紹介に続き、生徒からの様々な質問

に対し、具体的な作業内容や居住環境、船内での生活などの説明・回答を行なうとともに、

甲板部・機関部の一日のスケジュールや学校で学んでほしいことなど、内航海運会社への

就職につながるような紹介などが行われました。 

・生徒達からは「授業では知り得ない船内生活や各船種の詳しい仕事内容を知ることができ

ました。」「船舶は環境にも優しく改めて色々な場面で活躍しているということに気づくこ

とができました。」「色々な話しを聞くことができ、興味も沸きました。これからの進路に

今回聞いて学んだことを生かして会社や職種などを決めていきたいと思います。」などの声

が寄せられ内航海運業の重要性や内航船員の魅力をＰＲできたと思います。 

◇実施概要 

 主催：九州地区船員対策連絡協議会（事務局：九州地方海運組合連合会） 

 内容：「内航海運について」（講師：九州運輸局 海事振興部 貨物課係員 村松 樹） 

「船員について」（講師：九州運輸局 海事振興部 船員労政課長 辛島 靖代） 

「内航海運と船員の仕事」（講師：(株)雄和海運 代表取締役 浦山 秀大） 

 

内航出前講座の様子（国立唐津海上技術学校）の講義   (株)雄和海運の講義真剣に聞き入る生徒 

 

   


